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教 報

■
事
始
祭

正
月
元
旦

馬
見
岡
綿
向
神
社

■
門
付
け
布
教

一
月
か
ら
三
月

滋
賀
県

三
重
県

四
月
か
ら
六
月

京
都
府

大
阪
府

七
月
か
ら
九
月

福
井
県

香
川
県

十
月
か
ら
十
二
月

大
阪
府

兵
庫
県

■
春
季
神
楽
例
大
祭

五
月
第
二
日
曜
日
・
本
部

■
秋
季
神
楽
例
大
祭

十
一
月
第
三
日
曜
日

日
野
布
教
所

年

間

行

事

※この他、随時、地域行事への参加。出張布教を行っています。

（１）第16号 教報 伊勢大神楽 平成27年1月1日発行

人々の注目集め、冴える〝放下芸〟

伊勢大神楽はもちろん、獅子を舞うことによって人々を
魅了するが、一方で「放下芸」と呼ばれる曲芸の演目を数
多く余興芸としてもっているのが、特徴である。宗教芸能
集団としても世の中から注目を浴びている。（上＝10/25、
竜王町山之上老人会。右＝8/15、永平寺門前）

福
井
県
・
若
狭
（
６
月
）



大
祭
は
午
前
十
一

時
か
ら
、
大
阪
や
香

川
、
福
井
な
ど
門
付

先
か
ら
来
賓
ら
が
参

列
し
て
始
ま
っ
た
。

太
鼓
を
合
図
に
雅

楽
が
流
れ
る
中
、
六

人
の
祭
員
が
「
手
水

の
儀
」
を
行
な
い
本

殿
へ
。
「
修
祓
」
の

後
、
斎
主
の
渋
谷
教
主
に
よ
っ

て
「
御
扉
開
扉
」
。
米
や
酒
を

は
じ
め
海
の
幸
、
山
の
幸
を
供

え
る
「
神
饌
」
が
無
言
の
中
で

行
な
わ
れ
、
斎
主
が
朗
々
と
祝

詞
を
奏
上
。
祭
神
の
神
楽
草
創

と
神
徳
の
故
事
来
歴
を
述
べ
、

神
恩
感
謝
の
信
仰
生
活
を
祈
願

し
た
。

続
い
て
、
約
六
百
年
の
伝
統

と
歴
史

を
持
つ

伊
勢
大

神
楽
を

奉
納
。
神

楽
草
創
の

舞
い
と
さ

れ
る
「
鈴

の
舞
」
と

四
方
を
清

め

祓

う

「
剣
の
舞
」

が
笛
と
太

鼓
の
囃
子

に
の
っ
て

舞
わ
れ
、

「
神
慮
」

を
慰
め
、
神
と
人
と
が
一
体

と
な
る
境
地
を
祈
願
し
た
。

こ
の
後
、
斎
主
、
参
拝
ら

が
玉
串
を
奉
奠
し
拝
礼
。
供

え
も
の
を
下
げ
る
撤
饌
を
行

な
っ
た
。

こ
の
後
、
場
所
を
か
え
て
、

午
前
十
二
時
半
か
ら
直
会
が

行
な
わ
れ
、
や
が
て
始
ま
る

元
旦
か
ら
休
み
な
し
の
「
門

付
け
布
教
」
の
話
題
な
ど
通

じ
て
、
伊
勢
大
神
楽
の
布
教

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
合
っ

て
い
た
。

大
祭
を
終
え
て
、
渋
谷
教
主

は
「
多
く
の
氏
子
、
信
者
の
要

望
で
本
格
的
な
神
楽
大
祭
を
行

な
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
御
神

徳
の
深
き
厚
き
こ
と
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
元
旦

か
ら
は
門
付
け
布
教
で
個
別
に

巡
回
す
る
が
、
今
後
も
こ
う
し

た
大
祭
を
通
じ
て
、
人
々
と
の

触
れ
合
い
、
交
流
を
通
じ
互
い

の
信
仰
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

（2）第16号 教報 伊勢大神楽 平成27年1月1日発行

宗
教
法
人
認
証
か
ら
十
周
年
を
迎
え

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
宗
教
法
人

神
道
伊
勢
大
神
楽
教
の
平
成
二
十
六
年

度
秋
季
神
楽
例
大
祭
が
昨
年
の
十
一
月

十
六
日
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
日
田

三
〇
四
の
日
野
布
教
所
で
仕
え
ら
れ
た
。

斎
主
は
渋
谷
章
教
主
で
、
越
前
や
関
西

方
面
か
ら
約
三
十
名
の
来
賓
ら
を
迎
え

て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
度
秋
季
例
大
祭
斎
行

来
賓
ら
迎
え
、
厳
か
に

上＝「降神之舞」をする社中。左上＝修祓の儀。左下＝な
ごやかに行われた直会

祝
詞
を
奏
上
す
る
斎
主
の
渋
谷
章
教
主



（3）第16号 教報 伊勢大神楽 平成27年1月1日発行

春
夏
秋

、
人
々
の
幸
せ
願
い
門
付
や
奉
舞
布
教

獅
子
舞
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々

な
会
に
呼
ば
れ
て
出
演
し
ま
す
。

こ
の
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
結
成
記

念
祝
賀
会
。
10
月
29
日
、
亀
岡
道

の
駅
「
ガ
レ
リ
ア
」
で
。

亀岡保津川ライオンズクラブ結成20周年記念祝賀会で奉舞

豊
漁
と
安
全
を
祈
願
。
福
井
・
越

前
小
樟
漁
協

京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
の
叙

勲
祝
賀
会
で
（
７
・
20
）

八
尾
市
木
之
本
の
秋
祭
り

で
（
10
・
11
）

東
大
阪
市
吉
田
で
（
10
・
15
）

南
丹
市
八
木
町
の
船
井
神
社

昨
年
で
７
回
目
の
小
豆
島
・
丸

島
醤
油
の
イ
ベ
ン
ト

大
阪
・
茨
木
市
の
五
十
鈴
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

京都南丹市の妙霊教会で（4・20）

滋
賀
県
五
個
荘
竜
田
町
の

竜
田
神
社
（
9
・
23
）



（4）第16号 教報 伊勢大神楽 平成27年1月1日発行

「安東国際仮面舞フェスティバル」へ出演
今年9月、韓国・安東民族祝祭

編集後記

平
成
二
十
六
年
は
災
害
の

多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

台
風
や
雨
や
雪
な
ど
、
自

然
の
前
に
は
あ
ら
た
め
て

人
間
の
非
力
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
▽
だ
か
ら

こ
そ
、
古
代
か
ら
「
畏
れ
」

と
い
う
も
の
を
感
じ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

現
代
人
は
科
学
の
進
歩
に

よ
り
、
す
べ
て
が
、
説
明

つ
く
か
の
よ
う
に
驕
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

▽
伊
勢
大
神
楽
は
そ
ん
な

人
間
の
驕
り
や
思
い
上
が

り
を
諌
め
て
く
れ
ま
す
。

自
分
以
外
の
大
い
な
る
も

の
を
認
め
て
生
き
る
こ
と

が
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
で
は
。
（
章
）

黒
豆
の
収
穫
時
期
に
篠
山
各
地
で
見
ら
れ
る
風
物
詩
、
伊
勢

大
神
楽
が
８
日
、
篠
山
市
井
ノ
上
の
筒
井
会
館
で
奉
納
さ
れ
、

約
１
２
０
人
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
お
年
寄
り
を
喜
ば
せ
よ
う

と
児
童
ら
が
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
。
サ
ン
タ
の
衣
装
で
盛
り

上
げ
た
。

地
域
住
民
が
交
流
す
る
「
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
」
で
、
毎
年
神

道
伊
勢
大
神
楽
教
（
大
阪
府
高
槻
市
）
が
神
楽
を
披
露
す
る
。

座
員
ら
は
、
し
の
笛
や
鼓
の
お
は
や
し
に
合
わ
せ
、
２
体
の
獅

子
舞
を
奉
納
し
た
。

続
い
て
、
普
段
か
ら
同
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
城
東
小
児

童
約
10
人
が
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
に
ふ
ん
し
て
登
場
。
「
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
年
寄
り
に
手
渡
し
「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」

な
ど
を
一
緒
に
歌
っ
た
。

参
加
者
は
「
い
つ
の
間
に
用
意
し
た
ん
や
ろ
う
ね
」
「
成
長

し
た
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
な
様
子
。
同
小
５
年
の
向
井
滋
緒
奈

さ
ん
は

「
喜
ん
で

も
ら
え
、

や
っ
て
良

か
っ
た
」

と
笑
顔
だ
っ

た
。
（
井

垣
和
子
）

「安東国際仮面劇フェスティバル（アンドンクッチェタルチュムペスティボル）」は、河回村をはじめとし、歴史文化の観光地が
あちこちに残っている安東の代表的な祭りです。 国内のみならず海外の代表的な公演団体が参加して民俗劇公演を披露し、韓国の
重要歴史文化財に指定されている「別神グッ（祈祷の儀式）仮面劇」などを観賞することが出来ます。特にこの祭りでは、マスクダ
ンス競演大会や仮面講習など外国人も参加出来る様々なイベントが行われ、野外の公演会場では仮面をテーマにした公演が度々繰り
広げられ観客を魅了します。


